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1.本 論 文 の 目的

本 論文の 目的は、高知県窪川町(現 四万十町)に 持 ち込まれた原子力発 電所立地計画

を人び とが如 何に受 け止 めたのか、そ してその計画を如何 に 「もみ合い」、「もみ消 し

た」のかを、 フィール ドワー クとさま ざまな文書 に基づ いて多角的 に描 き出す ことによ.

って、 これまでの原発反対運動 についての記述お よび 「む ら1に つ いての記述 のあ り方

を更新す る ことにある。 窪川の原発 騒動 も、政治学や社会学 による市 民社会論 を基盤 と

した原発反 対運動 の記述では、外か ら持 ち込 まれた原発立地計画に対 して、 自立 した個

人 が原発 の危 険性 を自覚 して反 対達 動に参加 し、住民投票条例 を作 り追い返 した と理解

され る。 しか し、その ような理解 か らは、反対運動に参加 した人び との個人史の中での

揺 らぎや単独 的な経験が無視 され、っなが りを大事 にす るた めとい う反対運動への参加

理 由や 、反対派 と推進派 の個人 的なつきあい な どが、反対運動の論理や整合性 と合 わな

い ものと して捨象 され て しま う。 それ に対 して、本論文 は、反 対運動 に参加 しなかった

人び とや窪川 の住民ではない人 び とや人 間以外 の存在 を含 めた、 さま ざまな存在 の関係

性 として の 「む ら」およびそれ を基盤 としてその外 にもつながって いる多層的 な 「邑」

の あ り方 が、最終的に原発計画 を拒否す る力 となった こ とを民族誌的 に描 くことで、「原

発反対運 動」ではな く 「原発騒動」 の人類学 を目指す。

皿.本 論 文 の 構 成

本論文の構成 は次の通 りであ る。

序 章

1.2011年3.月11日 か らの 出発

2.私 自身 の経 験

3.「 放 射 能 が手 に届 い た気 が した ん だ 」

4.経 験 を重 ね 合 わせ る=ア クチ ュ アル 人類 学 の視 点

5.2011年8月 旧窪川 町 の農…村 にて

第一章 原発反対運動 の社会学か ら、原発騒動 の人類 学へ

1.問 いの所在:r原 子力ム ラ」 をめ ぐって

2.原 発や 関連施設 をめ ぐる社会学:環 境 社会学、社会運動論 、地域社会学

3,本 論文 の視座1ム ラ、む ら、 邑

4.調 査方法

5.こ の論文 の構成
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第二章 窪川原発騒動の顛 末

1.原 発騒動の始 ま り

2.窪 川町長、藤戸進

3.窪 川原発反 対運動

4.町 長 リコールか ら町長選挙へ

5.勢 力伯仲のなかで

第三章 窪川 のむ らざとにて1人 々の生業

1.伊 方=ミ カン と原発 か ら考 える

2.戦 後 の農政 と、窪川農業 の展開

3.原 発反対運動 に参加 した農民たちの生業戦 略

4.窪 川町農村 開発整備協議会

5.小 括

第 四章 語 りと余 韻=島 岡 幹 夫 と 邑の断 片

1.島 岡 幹 夫 の語 り

2.原 発 騒 動 ま で

3.コ バ ル ト照 射 と母 の死

4.谷 脇溢 水 の合 流

5.志 和

6.谷 渕 隆 明 と方舟 の会

7.島 岡 の引力 と、そ の余 韻

第五章 邑の象徴=野 坂静雄 とその精神の遍歴

1.四 万十川 と地域 史的個人 としてめ野坂静雄

昆.タ ー ビン技術者 として

3.窪 川町執行 部時代 の野坂

4.窪 川農協組 合長就任 まで

5.ふ るさ と会会長 野坂静雄

6.野 坂 の死

第六章 原発計画 をもみ あ う、原発計画 をもみ けす

1.「 む ら」 とい うこと、 「邑」 とい うこと

2.土 地基盤整備事 業=国 策共同体 に抗す るむ ら

3.も み合 う邑:住 民投票条例の制定と温存す る知恵
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4.全 会 一 致 とい う こ と=原 発 終 結 宣言

結び として

1.鶴 津=沈 黙す る核心

2.呼 び さま され る記憶:戦 後開拓

3.こ の人 々の 中にある歴 史:地 域史一世界史 一個人史

4.再 び〈現在 〉へ

皿.本 論 文 の概 要

以下 に本論文の内容 を要約す る。

本論文は、高知県窪川町(2006年 大正町、十 和村 と合併 し四万十町)に 持 ち込 まれた

原子力発 電所(以 下、原発 と略す る)立 地計 画を人び とが如何 に受 け止 めたのか、そ し

てその計画を如何 に 「もみ合い」、 「もみ消 した」のかを描出す るもので ある。以下 の調

査 で得 られたデー タが本論文 を構成す る。すなわち、2011年3月 か ら行 われ る原発反対

運動関係 者を とりま く状況 について の参与観 察、同年8月 か ら断続的に行 っている現地

調査、関係者 へのイ ンタ ビュー調査や現地で収集 した反対運動 関係資料調査 、お よび国

立 国会図書館 や高知県立図書館 、四万十町立図書館 を利用 した資料調査で ある。

1970年 代後 半、四国電力は窪川町 を愛媛県伊方 町に続 く第二 の原発 立地候補地 とし

た。 町長 をは じめ とす る窪川町内の有力者たちは、原発 に 「過疎化 の特効薬」 としての

役割に期待 し、次第 に原発誘致 のた めに動き始 め る。町 内では立地可能性調 査の受け入

れ を嘆願 す る署名活動 が始 ま り、実際 の多 くの町民が署名 した。高知県知事 をは じめ、

県 内の有力政 治家 も誘致 に積極的に動 いた。政府 は科 学技術庁長官 を、与党 自民党は幹

事長 を窪川 に送 り込 み、原発誘 致に動 く人び とを全面的に支援 した。

この よ うな原発 立地 に向けた動 きに対 し、 これに反対す る人び とも動 き始 めた。計画

が明 るみに出てか ら8年 間、原発 の受 け入れに反対す る人び とは、 たとえば保 守 と革

新、農民 と都 市住 民 とい う枠 を超 えて、町 内外の様々な経験 を持 った人び とのネ ッ トワ

ー クを構築 し、原 発計画 に反対す るためゐ様 々な活動を展 開 した。立地 に反対す る請願

や住民投票 条例制定を求 める請願 、町長 リコール、町長選挙や町議 会議員選挙 での運動

が行われ る共 に、原発 をめ ぐる学習会 も町内各地 で活発 に開かれた。

1981年 、原 発誘 致に積極的 に動いた町長 は リコール され た。 しか し、その出直 し選挙

では反対派 が押す候補 を破 り、前職 の町長 が再選 を果たす。 当選 した町長 は公約 として

かかげた住 民投票条例 を制定 し、町内全集落 での原発学習会 の実施 を企 て る。一方 、反

対派 もig83年 、町議会選挙で議 員を多数 当選 させ るとともに、各集 落で実施 され る原
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発学習会では反対 の論陣をは り町執行部 と対峙 した。やがて、 国内 の電力需要の低迷 、

伊方 における三号機の着工 、1986年 チ ェル ノブイ リ原発事故 な どの国内外の情勢の変化

や、立地地域 の漁協に よる調査受 け入れ拒否決議 な どがな され、1988年 に原発誘致に奔

走 した町長 は辞職 した。 そ して原発立地 を棚 上げにす ることを公約 に した新 たな町長 が

当選 し、議会 も全会一致 で原発 論議 の終結宣言 を決議 した。

「原発騒動」 と現地 では呼ばれ る この一連 の過程 について、「原発反対運動に参加 した

人び と」 が外 か ら持ち込 まれた 「原発立地計画」 を追い返 した と理解す ることは可能で

あ り、実際そ のよ うな言説 は枚挙に暇がない。 しか し、 この ような理解にはい くつかの

間題 が存在す る。一つの問題 は、 この理解 では原発立地計 画に賛成 した住 民や、原発 立

地計画 に対 して態度 を明確 に示 さなかった人び との存在は外部化 され る点である。実際

に 「原発騒動」期の記録 を読 めば、原発推進 の側 に立った人び とが原発反対派 に鞍替 え

す るこ とや、長期化す る原発騒動 に嫌気が さして原発論議 の棚上 げに動 く場面にたびた

び出会 う。 も う一っの問題 は、 この見方 は原発反対運動に参加 した人ぴ とを、終始一貫

して原発反対 運動に没頭す る主体 として、あるいは学習に よって原発 の危険性 を学び、

原発 がもた らす富 を相対化す る 「自立 した個人」 と捉 えて しま う点 である。 この とき、

反対運動 に参加 した人 々の揺 らぎや彼 らの個人史 は、運動の論理 と整合性が取れない も

のについて捨象 され て しま う。 実際 には反対運動 に参加す る人 ぴ とも様々に揺 さぶ られ

る。様々 な理 由に より反対運動か ら距離 を置 くこともあれ ば、敗北感 の中で窪川か らの

移住 を検討 した こともある。反 対運動 に参加す る理 由も、一様 ではない。反対運動の中

心的言説 と距離 をもった理 由にようて、あるいは様々 な しが らみ故 に反対運動に参加 し

た人 もい る。原発反対運動 のリーダーた ちに も、反対運動 を中心 とす る見方では見 えて

こない様 々な前史がある。 これ ら、窪川原発反対運動 をめぐる既存 の言説では零れ落 ち

るものこそが原発騒動 とい う事 件を理解す る上 で重要で ある。

以上の問題認識 を踏 まえて、本論文 は人び とが原発立地計 画を押 し返 したのではな

く、原発立地計画に賛成す る住 民や 、原発 立地 計画 に対 して態度を明確 に しなかった人

び と、そ して窪川 住民 ではない人 び とや、人間以外 を含 めた様々な存在 による多元的 な

折衝一一原 発計 画を もみ消す過程一一 として捉 える。高度経済成長期後 の国家の財政逼

迫や、地方の過疎化 が叫 ばれ る時代状況 において、原発立地計画は窪川 の人び とに状況

を一変 させ る物語 とな り、入び とを動員 してい く。 しか しその物語 が もた らす未 来像

は、延々 とした折衝 の中で 、 リア リテ ィを喪失 してい く。 さらに この一連 の過程を理解

す るために、原発騒動以前 の窪川 の地域史や人び との個人史の拡が りを補助線 と して引

く。その結果 、原発騒動 の経験 を原発反対運動の一般理論 に還元せず、地域 に生き る多

様な存在の固有の経 験 として記述す るこ ≧が可能になる。 これ は、 とりもなお さず社会

学や市民社会 論が展開す る反原発運動論 に対 して、文化人類学の多元的記述 の特異性 を
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明 らかにす ることにもつながる。本論文 が原発反対運動 の社会学ではな く、原発騒動 の

人類学を標榜す る所以である。

本論文の章 ごとの概要は、以下 のよ うになっている。

序章では、2011年3月11日 以降の筆者 の経験 を語 る。原発事故に よって、放射能が

あ りふれた存在 になる中で、人々は世界 を理解す る手がか りを失い、様々 なつなが りか ら

切 り離 され る。 そんななかで、世界を再び理解す るた めの実践 を行 う科学者 と、障害者運

動の メンバー との出会いに着 目し、最初 は緊張 関係 を孕んだ状態か ら折衝 の過程 を通 じ

て、お互 いの経験一一 放射 能汚染の中で科学的知識 を獲得す るた めの試行錯誤 と、30年

前 の障害者 の地域生活運 動草創期の試行錯誤一一 を 「重 ね合 わせ る」瞬間 を描 く。その う

えで、窪川町 の原発反対運 動の リーダーの一人 と、東北の農業後継者 が、 当初、放射能汚

染に対す る認識 が決定的に違 うにもかかわ らず、 「変 わ らない生活 を守 るために闘 う」 と

い う経験 を重ね合 わせてい く瞬間を描 く。 ここにおいて、窪川 の原発騒動 をめぐる経験を

過去 の経験にす るのではな く、今を生きるた めの知恵 とす る可能性が示 され 、そ のための

分厚い記述 を提供す るもの としてア クチュアル人類 学が定位 され る。

第一章 「原 発反対運動 の社会学か ら、原発騒動の人類 学へ」で は、既存 の社会学(環 境

社会学、社会 運動論、地域社会学)に おける原発反対運動 をめ ぐる議論 を レビューす る。

本論文 は、 これ らの議論 は、既存の地域共同体の しが らみか ら脱 した 自由で 自立 した個人

が結 びっ くこ とによって、国策共同体によって進 められ る原発計画は拒否 できる、 と理解

す る点 に限界 を見 出す。 この ように既存 の地域共同体は不合理 なもの とア ・プ リオ リに分

類す る枠組み を乗 り越 えるため、守 田志郎 らによって展開 され たた村落社会論 ・む ら論の

再評価 を行 う。社会学による研究が原発 を拒否す る力 を読 み とることのない 、「む ら」の

役割 に注 目す る。それ とともに、fむ ら」 を理念 的な ものではな く、地域史 の中に存在す

る流動的な実体 として捉 え、原発騒動 とい う 「む ら」 と国家が対峙す る情況 の中でそのあ

り様 を記述す る。伝統的生産 ・生活の単位 としての 「む ら」 と、「む ら」 の土着性 を基盤

に しなが ら、 よ り開かれた存在 にっながってい く関係 の様態 としての 「邑」を、本論文の

分析枠組み と して導入す る。 その上で、本論文 の調査方法 を整理す る。

第二章 「原発 騒動の顛末」 では、高度経済成長 の終焉 と土建国家の誕 生 とい うマ クロな

時代状況 を踏 まえた上で、窪川原発騒動 の経過 を素描す る。原発 騒動 当時 を生 きた人々の

残 した資料や語 りが、手がか りになる。現在 の時点 か ら原発騒動を振 り返 り、そ こで起き

たこ とを時系列 で並べてい くとい う記述スタイル を とる。

第三章 「窪川 のむ らざとにて一一 人び との生業」 では、原発騒動の時期 にのみ焦点 をあ

てる第二章の よ うな記述か らもれ落 ちる、反対運動 に参加 レた人々の一人ひ とりの生活史

に焦点 を当て る。す ると、多様 な生業 と生活 のあ りよ うが現れ る。反対運動 に参加 した

人 々を取 り上 げるが、運動 への距離 の とり方は多様 であ る。彼 らの生活 史の記述 は、運動
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の論理 を強化 す ることもあれば、逆にその論理 を宙 吊りに して しま うこともある。そ の上

で、原発騒 動がやって くる以前か ら、窪川の農 民た ちが地域の仕事 と暮 らしのあ りよ うを

議論 して きた場 である 「窪川町農村空間整備協議会」に着 目し、そ こで育 まれた思想が、

原発計画 に対 する独 自の視 点を導 いた ことを論 じる。

第四章 「語 りと余韻」では、原発反 対運動の 中心人物の一入島岡幹夫の語 りに注 目す

る。今 なお饒 舌な窪川原発反対運動の語 り部 である島岡の、その語 りの く余韻 〉に耳 を澄

ませ、そ こに反 対運動 の歴 史の中で周 縁化 されてきた存在 を感 じ取 る。窪川 町に移住 して

きた人々、窪川 町外 か ら原発反対運動を支援 した人々、原発騒動以前に世 を去 った人 々、

原発騒動 の時期 を生 きた人間以外 の生 き物たち もが登場す るこ とにな る。

第五 章 「邑の象徴一一 野坂静雄 とその精神 の遍歴」では、原発反 対運動 の最大の功労者

と言われ る野坂 静雄 の来歴 に着 目す る。郷土 を良 くす る会会長 の野坂 は農 協の組合長や 自

民党の窪川支部長 を務 め、彼 が反対運動 に合流 したこ とが 「保守 と革新」が手を結んだ象

徴であ ると考 え られ てきた。 また窪川 の内発的発展 を提唱 した窪川町農村開発整備協議会

会長 を務 めた野坂 が、原発反対運動 の リーダー となることを多 くの人は違 和感 なく理解で

きる。 しか し、本論文が注 目す るのはそれ以前の野坂であ る。戦 中までの浅野セメン トの

エ ンジニア としての野坂、合併後 の窪川 町役 揚の幹部 を勤めた野坂、そ して窪川農協の組

合長 を務 めた野坂 のその遍歴 を一つひ とつ たどると、原発反対運動 の リー ダー として野坂

が立ち上 がる理 由を探 ることは困難 にな ってい く。 しか し、そ の困難の 中にこそ 、原発反

対運動 において雑 多な人々を決壊 させない重石 となった野坂 の存在 が濃縮 した形で示 さ

れ、また窪川原発反対運動がつかの間 につ くり出 した共同性 のあ りよ ケー一 「邑」一一 が

指 し示 され る。

以上 を踏 まえて、第六章 「原発計画 をもみ合 う、原発計画 をもみ消す」 は本論 文が提示

す る分析概念 である 自然村 としての 「む ら」 と、原発騒動 の中でつかの間に生まれ た異種

混溝体 としての 「邑」 がいかに原発計画 をもみ合い、そ して もみ消 して言ったのかを分析

す る。 まず 、原発騒動 とほぼ同 じ時期 に展開 されたほ場整備事業の意 味を探 る。 これま

で、む らの共 同体 も推進 と反対で完全 に二分 され たとい う原発騒動 についての説 明が、筆

者 を含む町外 の人々の多 くに よって、文字通 り鵜 呑みに されて きた。 しか し、この説明の

枠組 みでは、なぜ 同時期 に行われたほ場整備事業 が竣工までこぎつ けたのかが説 明で きな

い。 さらにい えば、 この理解では、す でに書 いた島岡 と藤戸 の和解 も、2011年8月 の島

岡 と東 北の青年 との出会いにっいて も、限定的な理解 しかできな くなって しま う。原発計

画 において、丁寧な対話プ ロセスの欠如 があ り.そ れ が人 々の反発を招いた。原発 とい う

存在へ の反発 だ けではな く、国策 として進 め られ る原発 を地域 にもって こよ うとする時に

陥 る決 定のプ ロセスへの反発で あ り、怒 りであった、と本論文 は理解す る。 その上で、従

来のむ らを超 えて多様 な人々 との もみ合 い を担保す るために 「住民投票条例」が構想 さ

れ、またそれ が原発 問題 を十分 にもみ合 うこ とを確保す るために、最後 まで使わ なかった
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とい う理解に至 る。本 当に画期的だったのは住 民投票条例 を制 定 した ことで はな く、制定

した住民投票条例 を使 わなか った とい うことであ り、そ こに至るまでの反対派、推進派 、

或 いはその どちらに も属 さなか った人 々の折衝 こそが重要である とい うのが、本論 文の主

張である。

結び として、窪川町 内の原発予定地 であ りなが ら、結 局原発騒動の終結 まで ほとん ど着

目され なかった鶴津地 区、そ の傍 らにある戦後 の開拓農地、そ してパ ラグアイ移民の記 憶

を探 り、地域 の移動性 を再度確認 する と共に、彼 らとの関係 のなかに 「邑」が あることを

指摘す る。末尾に窪川原発騒動 の経 験を、原発事故後 の世界で如何 に重ね合 わせ るこ とが

できるのか、福島の農村 にお ける経験や 、障害者運動の経験、国会議事 堂前 の安保 反対デ

モ の経験 を取 り上 げな ら、そのための見取 り図を示す。困難 に直面 した人 々のく生 〉を、

表面的な共通性ではな く、ア クチ ュアル な地域 史 ・個人史 と して感知できた ときに、は じ

めてそれぞれ の単独 な経験 に対 して、 自らの体験 を重ね合せ、共感す ることが可能 にな

る。本質的な意味で の 「社会」批判 は、 ここか ら始 まる。人類学的探求や記述 はそ のた め

の手がか りの一つで な らな ければな らない として、論文 を閉 じる。

皿.審 査 結 果

本博 士論 文 の公 開 審 査 は、2017年2.月21日(火)の 午 後3時 ～6時 の 間 に 、6号 館

402室 で行 われ た。

審査委員 か らは、窪川 の原発騒動以前の地域 史 と人び との個人史、そ して豚や犬 を含む

さまざまなエ ージェン トの揺 らぎを含んだ絡み合 いを多層 的に記述 し、その地域史や個人

史 も窪川 とい う地域 を越 えた、前史 としての植 民地や海外移民 まで視野を拡 げてお り、読

んで も面 白い多角的な民族誌 として描 くことに成功 してい るとい う高評価 が出 され た。 ま

た、 メデ ィア等では 「村や親族 を二分す る原発計画Jと 記 述 されがちな運動 の最 中におい

ても、「む ら」 を多元的に見れば、同時期 にほ場整備事業 を行 っている ことや 、原発推進

派 の事務 局長 と反対派 の リーダーが一緒に森林保 全運 動を しているな ど、 けう して単純 に

二分 されていたわ けではない ことを、多層的な 「む ら1と 「邑」 とい う分析 的視座 によっ

て的確 に記述 されてい るこ とも評価 された。そ して反対運動 に参加 してい る人々の首尾一

貫 してい るわ けで はない参加 の仕 方な どをそれぞれ の個人史 として描 くこ とや、住民投票

条例 を作 りなが ら住民投票 を実施 しない ことに意味が ある とい う分析 を提示 す ることによ

って、市民社 会論 的な社会運動論 に対す る異議 申し立 てにも成功 している と認 め られた。

さらに、原発反対運 動の論理 や運動の整合性か らは抜 け落 ちる個人の単独性 どうしの多元

的 なつなが りを捨象 しない理論 的枠組 みや多層的 なネ ッ トワー クと しての地域 を捉 える枠

組み の提示 な ど、人類学に対 す る理論 的な貢献 も高 く評価 され た。
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公 開審査で は、審 査委員か らい くっかの疑問点や修正点 も出 された。ひ とっには、多角

的 に描 くとい う意図は認 め られなが らも、書 かれ た個人史は反対運動の中心的人物 に重点

が置かれてい て、推進派 の人たちの記述が薄い とい う問題 点が指摘 され た(致 し方 ない点

もあるが)。 先行研究 から引きだ したい くつ かのテ クニカル ・タームの使い方が適切か ど

うか とい う疑 問も出 され た。 また、「む ら」 と 「邑1と い う分析的視座 についても、む ら

/邑 の連続性 よ りも相違点が強調 されて しま うと、「む ら」 の閉鎖性 とい う、本論文が批

判 してい るはず の見方 に近づいて しま うとい う問題点 も指摘 された。ただ、審査での応答

で明 らか にされた よ うに、 これ らの問題 点 は、表現 の仕 方や重点 の置き方に関す るもので

あ り、本論 文 の全体 的構想 に対 する疑義ではな く、これ らにっいて公開審 査の揚で議論 が

交わ されたこ とは、本論文の表現 を修正 し、理論 的枠組 みを強化す る うえで有意義であっ

た と言 える。

以上の審査 に より、審査員 一同は、猪瀬 浩平氏 に博士の学位 を授与す ることが適 当であ

ると判断 した。

ノ
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